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ヴィンソル 80とヴィンソル 80R は、非リグニン系の AE減水剤でセメント分散作用と空気

連行作用の相乗効果により、ワーカビリティー、強度、水密性、耐久性に優れたコンクリート

を経済的に製造することができます。 

「ヴィンソル 80」は JIS A 6204「コンクリート用化学混和剤」の AE 減水剤標準形(Ⅰ種 )、   

「ヴィンソル 80R」は AE減水剤遅延形(Ⅰ種 )に適合します。 

  

  

 

 

１．単位水量を低減できます。 

 

２．セメントの分散性能に優れ、同一水セメント比とした場合、単位セメント量を低減できます。 

 

３．微細な空気泡の連行により、コンクリートの状態改善と凍結融解に対する抵抗性が向上します。 

 

４．ワーカビリティーの改善やブリーディングの低減効果により、水密性や耐摩耗性等に優れた 

コンクリートの製造が可能です。 

 

５．塩化物を含まない、無塩化タイプの非リグニン系 AE減水剤です。 

 
 

 
                                              

製品名 区分 主成分 
密度の範囲 

(g/cm3、20℃) 

塩化物イオン

（Cl－）量＊１ 

（%） 

全アルカリ量＊１ 

（%） 

ヴィンソル 80 標準形Ⅰ種 
ヒドロキシ系複合体 

と天然樹脂酸塩 

1.16～1.20 
0.01 

【0.00kg/m3】 
2.2 

【0.02kg/m3】 

ヴィンソル 80R 遅延形Ⅰ種 1.16～1.20 
0.01 

【0.00kg/m3】 
2.3 

【0.02kg/m3】 

※１ 塩化物イオン量および全アルカリ量は分析値例であり、【   】は C=300kg/m3の場合に 1m3に導入される量です。 

 
 
 
 

製品名 原液の標準使用量 原液の使用量の範囲 
標準希釈液の濃度 

(密度 g/cm3,20℃) 

ヴィンソル 80 

200mℓ/C=100kg 200～400mℓ/C=100kg 
20vol/vol % 

(1.03～1.05) 
ヴィンソル 80R 

・標準希釈液における使用量は、1000mℓ/C=100kgです。 

・空気量の調整は、弊社の空気量調整剤を別途使用して、所要の空気量を得るようにして下さい。 
・ヴィンソル 80およびヴィンソル 80Rは、単位水量の一部となりますので、使用量に応じて練混ぜ水を補正して下さい。 
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試 験 項 目 

ヴィンソル 80 ヴィンソル 80R 

AE減水剤 標準形

規定値 
試験値 

AE減水剤 遅延形

規定値 
試験値 

減   水   率  (%) 10以上 12 10以上 12 

ブリーディング量の比(%) 70以下 55 70以下 59 

凝結時間の差 

(min) 

始発 －60～＋90 +45 ＋60～＋210 ＋105 

終結 －60～＋90 +45 0～＋210 ＋105 

圧縮強度比 

（%） 

材齢 7 日 110 以上 122 110 以上 120 

材齢 28 日 110 以上 113 110 以上 116 

長 さ 変 化 比 (%) 120以下 101 120以下 101 

凍結融解に対する抵抗性 
（相対動弾性係数 %） 60以上 94 60以上 92 

 

注） ヴィンソル 80およびヴィンソル 80Rの使用量 200mℓ/C=100kg 

 

 

 
１．コンクリートの性状は、使用材料、配(調)合、温度などの条件により変わる場合がありますので、あらかじめ 

試し練りによって性状を確認して下さい。 

２．使用量の範囲を超えて添加した場合には、凝結が遅れることがあります。 

３．異物や雨水、他の混和剤などが混入しないように、保管・使用して下さい。 

４．凍結した場合には、ゆっくりと暖めながら静かにかくはんし、融解して下さい。 

５．皮膚についた場合は、水と石鹸でよく洗い落として下さい。 

６．眼に入った場合は、直ちに清浄な水で十分に洗浄した後、眼科医の手当てを受けて下さい。 

７．万一誤飲した場合には、水で口腔内を洗い、速やかに医師の診断を受けて下さい。 

  詳細は、安全データシート（SDS）の内容を参照して下さい。  

 

 

 
バルク、ドラム(200ℓ) 

 

 
● ここに記載された事項は、細心の注意を払って行なった弊社の実験データに基づくものですが、実際の現場における結果をすべて確実に保証するもの

ではありません。従って、需要家各位にて十分ご検討のうえ、ご使用下さいますようお願い致します。 
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   Vinsol 80 / 80R 

JIS A 6204 形式評価試験結果例 
 

使用上および取扱い上の注意 
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